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[1] 次のそれぞれの命題は正しいか．正しければ証明し，誤っていれば反例を挙げ
よ．きちんと理由も示すこと．
(1) (0, 1) 区間の開かつ稠密な集合は Lebesgue 測度 1 を持つ．
(2) (0, 1) 区間上の Lebesgue 可測可積分関数 f(x) が，すべての x ∈ (0, 1) に対し

て f(x) ≥ 0 を満たし，また，
∫ 1

0

f(x) dx = 0 を満たせば，ほとんどいたるところ

f(x) = 0 である．
(3) (0, 1) 区間の Lebesgue 可測集合が連続濃度を持てば，その Lebesgue 測度は正
である．

(4) R 上の実数値可測関数 f(x) について，
∫ N

−N

f(x) dx が N → ∞ で極限を持て

ば，f(x) は R 上可積分である．

[2] R の Lebesgue可測集合 A について次の性質が成り立つための必要十分条件を
求めよ．

A 上の任意の複素数値 Lebesgue可測関数 f(x) について，
∫
A

|f(x)|2 dx < ∞ なら

ば
∫
A

|f(x)| dx < ∞ である．

[3] 測度空間 (X,µ) 上の複素数値可積分関数 f(x), g(x) を取る．X の任意の可測部

分集合 E について
∫
E

f dµ =

∫
E

g dµ であれば，ほとんどいたるところ f(x) = g(x)

であることを示せ．


